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私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

関西北陸ブロック

社会的課題推進委員会

概要
日程：2020年12月14日(月)
場所：オンラインツール(Zoom)
内容：もともと各エリア支部ごとの開催
予定でしたが、日程や参加者数の都合で
ブロック開催となりました。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 大津侑希 ] 

Otsu.Yuki@univ.coop

新学期活動に
付け足せる部
分は多いなと
思った（滋賀
県大3年）

Zoomだといろ
んな地域の人
と交流出来て
良かった（大
教大2年）

社会的課題推
進委員会は社
会的課題を身
近に感じても
らう場にした
い（同志社大3
年）

01 新学期×社会的課題

新学期活動にも社会的課題の視点を

新学期活動は新入生に大学生協のことを知ってもらい、
その後の大学生活をより良いものにするための第一歩とし
てすべての会員生協が力を注ぐ取り組みです。そんな新学
期活動に社会的課題の視点を盛り込むにはどうしたらよい
かを推進委員会みんなで考えました。社会の一員として新
入生も巻き込んだ取り組みを広めていきます！

02 2020年総括

項目ごとに振り返る
以前LINEグループのノートに、主観的な振り返りを記入

していきましたが、今回は学習会・分野ごと・活動につい
てなどと項目を分けて、みんなで成果と課題を振り返りま
した。学習会については「新しい知識が学べた」という意
見や「もっと感想交流がしたかった」という意見がありま
した！班ごとの振り返りでしたが、最後に全体交流をする
ことで全員が今年度の総括に共通認識を持つことが出来ま
した。

03 来年に向けて

みんなで考える推進委員会

20年度の社会的課題推進委員会の振り返りから、来年度
どのような推進委員会にしたいかであったり、どんな推進
委員会になったらいいのかをみんなで考えました！
こんな雰囲気を作りたい、こうやってオンラインやSNS

を活用したい、など20年度を踏まえたくさん意見がありま
した。みんなで作る推進委員会を目指します◎

参加者
同志社大(2)、滋賀県大(2)
奈良女大(1)、京都府大(1)、
龍谷大(3)、大教大(2)、奈県大(1)
ブロック学生事務局(12)
計7会員12名

全国大学生協連
関西北陸ブロック
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